
№ 1            上 志 津 原 た よ り             第３４５号                 

第
10
回 

定
例
班
長
会
議 

議
事
録 

１
月
12
日
（
土
）
19
時
〜 

…
出
席
24
名 

欠
席
３
名                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  

 
 

議 

題 
 

一
．
新
年
会
に
つ
い
て
…
ス
ポ
ー
ツ･

新
年
会
係
よ
り 

 

 

当
日
（
１
／
13
）
の
班
長
の
集
合
時
刻
（
10
時
半
）
及

び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
確
認
し
た
。 

 

二
．
平
成
20
年
度
の
役
職
互
選
会
議
の
件 

 
 

次
回
の
班
長
会
議
（
２
月
２
日
）
は
、
次
期
班
長
さ
ん
に

よ
る
20
年
度
の
町
会
役
職
を
決
め
る
日
で
す
。
従
っ
て 

①
現
班
長
か
ら
次
期
班
長
に
出
席
を
依
頼
す
る
と
共
に
、 

 

②
事
前
に「
20
年
度
上
志
津
原
町
会
班
長
名
簿
」及
び「
町

会
役
職
内
容
一
覧
」
を
作
成
し
、
新
班
長
に
配
布
す
る

事
に
し
ま
し
た
。 

 

三
．
19
年
度
を
ふ
り
か
え
っ
て 

担
当
係
り
の
人
数
な
ど
、全
員
が
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

①
運
動
会
係
か
ら
…
係
以
外
の
班
長
さ
ん
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
協
力
を
要
請
し
て
実
施
す
れ
ば
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

人
員
は
現
状
で
可
。
そ
の
他
特
に
問
題
な
し
。 

 

②
環
境
衛
生
係
か
ら
…
２
名
で
担
当
し
た
が
、
都
合
で
１

名
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
時
困
る
の
で
３
名
に
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

ほ
し
い
。 

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
他
の
係
り

は
特
に
問
題
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
  

四
．
そ
の
他
…
広
報
係
よ
り 

 

平
成
20
年
度
新
入
学
児
お
よ
び
中
学
卒
業
生
を
、
３
月
号
に

掲
載
す
る
の
で
調
査
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

※
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
文
書
係
が
調
査
案
内
文
書
を
作
成

し
副
町
会
長
か
ら
各
班
に
届
け
、
回
覧
板
を
回
し
て
調
査

す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 

【
先
月
の
報
告
事
項
】 

＊
12
月
2
日 

防
災
訓
練
（
記
事
は
１
月
号
に
掲
載
） 

＊
12
月
25
日 

佐
倉
市
長
表
敬
訪
問
（
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

・
・
・
以
上 

 

第
11
回 

定
例
班
長
会
議 

議
事
録 

２
月
２
日
（
土
）
19
時
〜 

…
出
席
26
名 

欠
席
１
名 

 
 

議 

題 
 

一
．
総
会
資
料
作
成
に
つ
い
て 

 
①
事
業
報
告
・
会
計
報
告
等
の
作
成
担
当
者
の
確
認 

 

②
各
係
り
単
位(

ス
ポ
ー
ツ
・
新
年
会
、
盆
踊
り
、
運
動
会
）

で
作
成
し
提
出
す
る
こ
と
。 

 

③
報
告
書
の
標
題
は
、《
平
成
19
年
度
行
事
種
別
（
運
動
会

等
を
記
入
）
会
計
報
告
》
と
す
る
。 

 
 二

．
班
別
町
会
加
入
世
帯
数
の
確
認
…
文
書
係
よ
り 

 

①
19
年
度
末
の
町
会
員
加
入
者
名
簿
作
成
の
た
め
、
配
付
し

た
名
簿
に
よ
り
確
認
し
提
出
す
る
こ
と
。 

 

②
本
日
、
提
出
で
き
な
い
班
は
、
地
区
副
会
長
に
提
出
、
副

会
長
は
文
書
係
に
提
出
の
こ
と
。 

③
次
回
定
例
班
長
会
議
で
新
旧
班
長
に
配
布
す
る
。 

 

三
．
上
志
津
原
町
会
定
期
総
会
の
準
備
の
件
…
文
書
係
よ
り 

 

総
会
開
催
案
内
の
回
覧
と
出
席
（
又
は
委
任
状
）
調
査
方
法

に
つ
い
て 

 

①
３
月
に
入
っ
た
ら
出
欠
（
又
は
委
任
状
）
調
査
を
回
覧
、

３
月
13
日
迄
に
回
収
し
副
会
長
に
提
出
す
る
事
。 

 

②
回
覧
の
結
果
、
委
任
さ
れ
る
方
で
捺
印
の
な
い
方
に
は
個

別
に
訪
問
し
捺
印
を
お
願
い
す
る
。 

 四
．
町
会
規
約
の
一
部
改
定
に
つ
い
て
…
町
会
長
よ
り 

①
総
務
部
の
新
設
（
総
務
担
当
・
自
治
会
館
・
防
犯
・
防
災

担
当
）
現
在
、
副
町
会
長
に
兼
務
し
て
貰
っ
て
い
る
が
、 

町
会
規
約
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
規
約
（
第
９
条
）

に
明
記
す
る
こ
と
を
総
会
に
提
案
し
た
い
。 

②
広
報
紙
作
成
を
外
部
に
委
嘱
す
る
事
に
つ
い
て 

 
 

現
在
、
恒
常
的
に
１
名
の
方
に
協
力
を
頂
い
て
い
る
が
、

外
部
委
嘱
者
と
し
て
取
り
扱
い
を
明
確
に
す 

 
 
 
 

る
た
め
、
規
約
（
第
９
条
）
に
明
記
し
た
い
。 

審
議
の
結
果
＝
両
案
件
と
も
原
案
に
異
議
な
く
、
総
会
に
提

案
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
尚
、
提
案
文
書
の
作
成
は
須

藤
班
長
が
担
当
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

五
．
そ
の
他
の
件 

自
治
会
館
（
は
ら
ト
ピ
ア
）
使
用
申
請
の
受
付
業
務
お
よ

び
管
理
者
の
交
代
に
つ
い
て 

 

・
小
森
商
店
主
か
ら
辞
任
願
い
が
出
て
い
ま
す
が
、
後
任
者

の
選
定
を
、
次
年
度
の
町
会
役
員
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

【
先
月
の
報
告
事
項
】 

  

＊
１
月
13
日  

上
志
津
原
新
年
会
（
詳
細
記
事
後
述
） 

  ※
20
年
度
班
長
さ
ん
に
よ
る
、
町
会
役
職
選
考
会
議 

こ
の
日
（
２
／
２
）
は
次
年
度
の
班
長
さ
ん
も
招
集
さ
れ
、

町
会
役
職
を
決
め
る
選
考
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

選
考
の
方
法
は
例
年
通
り
自
選
及
び
互
選
で
し
た
が
、
町

会
長
が
既
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に

決
定
し
ま
し
た
。
新
役
員
・
担
当
は
次
表
の
通
り
で
す
。 

 

平
成
20
年
度 

上
志
津
原
町
会
役
職
一
覧 

（◎
は
担
当
部
長 

尚
、
敬
称
を
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
） 

 町 

会 

長 
 

 

池
田
三
知
子 

  

―
―
―   

副
町
会
長
…
兼
務
す
る
担
当
ご
と
に 

（
街
灯
担
当
） 

丸
田 

道
生 

(

10 
 

組)  

（
道
路
担
当
） 

岸
端
美
代
次 

(

栗
林
１
班)  

（
自
治
会
館
・
防
災
担
当
） 

 
 
 
 
 
 

 

岩
田 

 

清 
(

７
・
８
組)  

会 
 

計 
 
 

長
野 

紀
子 

(

２ 

組 

西)  

文 
 

書 
 

 

野
原 

貴
子 

(

吉
野
１
班)  

環
境
衛
生 

 
◎
松
本 

高
弘 

(

２ 

組 

東)  
 

 

〃  
 

  
莇 

 

浩
章 

(

南
原
２
班)  

 
 

〃 
  

  

安
田 
晃
一 

(

栗
林
２
班)  

 
 

〃 
  

  

小
不
動
登
貴
子(
さ
く
ら
台)  

広 
 

報 
 

◎
岩
屋 

 

宏 
(

幸 
 

野)  
 

 

〃  
 

  

山
口 

美
彦 

(
３
・
４
組)  

 
 

〃 
 

  
 

萬 
 

香
織 

(

原 
１ 
班)  

ス
ポ
新
年
◎
石
原 

法
昭 

(

大 

和 

台)  
 

 

〃  
 

森
田 

郁
子 

(

東   

邦)  
 

 

〃  
 

海
保 

 

博 
(

新 

栄 

台)  

盆 

踊 

り
◎
大
久
保
峯
夫 

(

５ 
  

組)  
 

 

〃  
 

内
田 

富
冶 

(

南
原
１
班)  

 
 

〃  
  

加
藤 

俊
策 

(

玉
木
２
班)  

 
 

〃  
 

赤
平 

伸
行 

(

光 

ヶ 

丘)  
 

 

〃  
 

中
橋 

 

弘 
(

９ 
  

組)  

運 

動 

会
◎
安
藤 

益
義 

(

１   

組)  
 

 

〃  
 

畠
山 

 

勲 
(

原 

２ 

班)  
 

 

〃  
 

加
賀
眞
理
子 

(

吉
野
２
班)  

 
 

〃  
 

平
山 

富
枝 

(

八
紘
苑
上)  

 
 

〃  
 

茂
野 

明
央 

(

玉
木
１
班)  

 
 

〃 
   

石
井 

直
子 

(

八
紘
苑
下)  

総
務
企
画  

萩
庭 

一
彦 

(

商 

店 

街)  
 

 
 
 
 

（
総
務
・
企
画
は
新
設
で
す
） 

 

第
12
回 

 

定
例
班
長
会
議 

議
事
録 

 

３
月
１
日
（
土
）
19
時
〜 

…
出
席
26
名 

欠
席
１
名 

 
 

議 

題 
 

一
．
定
期
総
会
準
備
の
件
…
町
会
長
よ
り 

 

①
４
月
６
日
の
19
年
度
町
会
定
期
総
会
に
先
立
ち
、「
出

席
者
と
委
任
状
の
確
認
」
の
回
覧
を
お
願
い
す
る
。
そ

の
結
果
は
、
次
の
臨
時
班
長
会
議
に
持
参
願
い
た
い
。 

 

②
臨
時
班
長
会
議
開
催
の
件 

３
月
22
日
（
土
）
午
後
７
時
よ
り
総
会
当
日
の
段
取
り

と
、資
料
の
確
認
及
び
総
会
配
布
用
資
料
を
作
成
す
る
。

各
係
の
責
任
者
は
資
料
を
作
成
し
持
参
す
る
こ
と
。 

 

二
．
会
計
監
査
実
施
の
件
…
町
会
長
よ
り 

３
月
29
日
（
土
）
午
後
３
時
よ
り
監
査
役
立
会
の
も
と
19

年
度
の
町
会
会
計
監
査
を
行
う
。
出
席
者
は
会
長
・
会
計

及
び
、
盆
踊
り
・
運
動
会
係
の
会
計
担
当
者
。 

 

三
．
消
防
団
後
援
費
の
支
払
い
…
下
期
分
と
し
て
24
万
２
千

800
円
を
上
志
津
消
防
団
に
支
払
い
ま
し
た
。 

 

四
．
グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会
か
ら
の
要
請 

▼
「
原
グ
ラ
ン
ド
を
整
備
し
た
い
。
つ
い
て
は
整
備
に
必
要 

「富士山」 ５組付近の市道より（2/14） 
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№２            上 志 津 原 た よ り             第３４５号 

な
砂
代
と
し
て
５
万
円
の
補
助
を
お
願
い
し
た
い
。」 

と
の
要
請
あ
り
、
そ
の
是
非
を
巡
っ
て
審
議
し
ま
し
た
。 

 
審
議
の
結
果
＝
全
員
異
議
な
し
。
拠
出
す
る
事
に
決
議
し

ま
し
た
。
尚
、
整
備
工
事
は
３
／
９
に
実
施
さ
れ
、
工
事

の
詳
細
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ま
し
た
。 

 

五
．
グ
ラ
ン
ド
維
持
費
補
助
金
に
つ
い
て
…
町
会
長
よ
り 

＊
佐
倉
市
か
ら
補
助
金
が
出
て
い
ま
す
が
、
20
年
度
は
19 

年
度
の
半
額
、
21
年
度
は
全
額
カ
ッ
ト
の
方
向
と
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊
町
会
と
し
て
、当
グ
ラ
ン
ド
は
非
常
災
害
時
の
緊
急
避
難

場
所
に
指
定
さ
れ
て
お
り
公
共
性
が
高
く
、多
く
の
町
会

員
の
体
力
向
上
等
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、維
持
費

の
補
助
継
続
を
市
長
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

六
．
町
会
員
名
簿
の
転
出
入
訂
正
の
件
…
文
書
係
よ
り 

先
月
の
班
長
会
議
で
お
願
い
し
、
提
出
し
て
頂
き
修
正
し

た
も
の
を
本
日
配
付
し
ま
し
た
。
次
年
度
に
引
き
継
ぐ
に

当
り
再
度
確
認
し
、
22
日
の
臨
時
班
長
会
議
に
提
出
願
い

た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
以
上 

                     

                                          

                        

 
 
昨年暮れの１２月２５日、「原まちづくり委員会」のメンバー５人

が、「はらトピアフェスタ ２００７」の事業報告のために佐倉市役所

に出向しました。フェスタは「佐倉市コミュニティづくり補助事業」

を受けて開催されたので、結果の報告が必要だったのです。 

蕨市長に謁見、事業報告の一方市制の事などにも話が弾み、帰りに

は全員に色紙のプレゼントなど、市長もご機嫌の50分でした。 

尚、市長の色紙は「はらトピア」にも飾る予定です。 （事務局 ） 

市長室にて（撮影：宮武委員） 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

副
町
会
長 

八
島
純
子 

【
自
治
会
館
担
当
・
防
犯
指
導
員
】 

 
 

 

原
ト
ピ
ア
の
桜
も
咲
き
は
じ
め
、
一

年
の
早
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
希
望

と
不
安
で
役
を
引
き
受
け
、
一
つ
の
行

事
を
終
え
、
ホ
ッ
と
す
る
間
も
な
く
次

の
行
事
へ
と
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
何

一
つ
延
期
す
る
こ
と
な
く
、
皆
様
の
御

協
力
で
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

自
治
会
館
担
当
と
云
う
事
で
町
会
行

事
の
日
程
と
年
２
回
の
清
掃
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
原
ト
ピ
ア
建

設
10
周
年
と
云
う
事
で
記
念
の
行
事

を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
話
が
段
々

大
き
く
な
り
11
月
に
は
見
事
な
「
原
ト 

ピ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」
を
各
委
員
、

会
館
利
用
者
・
子
供
会
・
双
葉
会
等
々
実

行
委
員
の
皆
様
の
御
協
力
の
も
と
大
成

功
に
お
わ
ら
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

原
ト
ピ
ア
も
町
会
の
皆
様
の
真
心
で

建
設
さ
れ
て
10
年
、
他
に
類
を
み
な
い

ほ
ど
大
事
に
き
れ
い
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

防
犯
の
面
で
も
700
世
帯
に
な
ろ
う
と

す
る
大
き
な
町
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
平

穏
な
町
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
住
民
が
多

く
な
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
未
来
の

子
供
達
に
も
す
ば
ら
し
い
故
郷
に
な
る

よ
う
、
皆
様
共
々
町
作
り
に
参
加
し
て
い

け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
度
は
本

当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

上
志
津
原
の
皆
様 

 

【
道
路
担
当
】
副
町
会
長 

田
生
妙
則 

 
 

花
香
る
季
節
、
そ
よ
風
も
気
持
ち
良

い
春
三
月
と
成
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は

昨
年
中
は
、
色
々
と
お
世
話
を
頂
き
ま

し
て
、
十
九
年
度
の
行
事
も
無
事
に
終

り
ま
し
た
。
御
努
力
を
本
当
に
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。
役
員
一
同
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

丁
度
一
年
前
の
春
、
班
長
会
議
役
員

決
め
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
毎
年

大
変
な
思
い
を
す
る
役
員
決
め
、
町
会

長
と
成
り
ま
す
と
決
め
か
ね
る
問
題

で
す
で
す
が
、
今
年
の
班
長
さ
ん
は
、

皆
さ
ん
人
脈
の
出
来
た
方
が
多
く
て
、

町
会
長
も
大
内
さ
ん
自
ら
が
や
っ
て
頂

く
事
に
成
り
、
役
員
決
め
も
ス
ム
ー
ズ

に
時
間
で
終
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
大

内
町
会
長
の
人
柄
で
一
年
間
有
難
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

上
志
津
原
地
域
は
、
昔
か
ら
人
脈
の
人

が
多
く
て
年
間
行
事
も
ま
す
ま
す
発
展

し
、
数
多
く
参
加
頂
く
様
に
な
っ
た
気
が

致
し
ま
す
。 

世
帯
も
年
々
多
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
人
が
今
以
上
に
協

力
し
合
っ
て
、
環
境
の
良
い
地
域
を
皆
ん

な
で
守
っ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

新
町
会
長
も
推
薦
で
決
ま
り
、
任
期
も

複
数
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
毎
年
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
役
員
決
め
の
苦
労
も
、

少
し
は
解
消
さ
れ
る
事
と
お
も
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
双
葉
会
の
皆
様
が
努
力
し

て
築
か
れ
た
こ
の
上
志
津
原
町
会
を
、
皆

様
と
共
に
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
20
年
度
班
長
の
皆
様
、
今
年
一
年

間
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

で
は
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
又
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。 

-新年会 大成功- 
「新年会って何するの？」「・・・」 

「新年会 出た事ある？」「・・・」          

 実行委員全員が、未知の世界に足を踏

み入れた瞬間だった。前年度までの引

き継ぎノートを見ながら「カラオケと

ビンゴは外せないよね。」と余興の部は

着々と進行していきました。が「お料

理どうする？」「・・・」「参加人数ど

うするの？」「・・・６５人・・・。」 「エ

エ～～。どんだけ～。」 

それからが大変。ビールが何本位必要

なのか、メニューの選択、お料理、デ

ザート、お土産の予約。飲み物・ビン

ゴの景品の買い出し、その他細々した

準備に年末～年明けは追われて行きま

した。 

皆さんに楽しんで頂けるか不安でし

たが、当日の準備も班長さん方のご協

力のおかげで、スムーズに進みいざ「十

九年度 新年会」の開会です。 

 大内会長よりご挨拶を賜り、田生副

会長に乾杯の音頭を取って頂いた後、

上志津原のエンターティナー『鵜澤さ

ん』のクイズに大盛り上がり！！その

上正解者の景品も自前で用意して下さ

り（高級ガラス製品の数々）新年会役 

員の目には神様のように見えました。 

 待ってました。次はカラオケです。 

全くもって町

内に越路吹雪や

北島三郎が居た

とは…。 

皆さんの熱唱

に原トピアも揺

れる様で、いつ

までも聞いてい 

たかったんですが、時間の都合で今回

歌えなかった方々は又、来年の新年会

で自慢の喉を聞かせて下さい。 

そしていよいよビンゴ。一等の“お米

５㎏”を狙って手元のカードに集中！ 

「リーチ。」「リーチ。」の声のあと続け

て『ビンゴォ～』と二名様。あっと言

う間に一等のお米５㎏は消えて行き、

空くじなしのビンゴ大会は最後の一名

迄続きました。 

 平成二十年、この区切りのよい年に

上志津原の発展と皆様の健康を祈り

「三本締め」にてお開きとなりました。 

 ご参加下さった皆様、ありがとうご

ざいました。そして班長の皆様方、お

手伝いありがとうございました。  
 
スポーツ・新年会部長 林 いづみ 

⇒
利
き
酒
コ
ン
テ
ス
ト 

ビ
ー
ル
・
発
泡
酒
・
リ

キ
ュ
ー
ル
類
を
当
て
る

ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
何

と
正
解
者
０
。
「
あ
の
連

中
に
は
何
飲
ま
せ
て
も

一
緒
だ
よ
」
の
ヤ
ジ
し

き
り
。
面
目
丸
つ
ぶ
れ

の
出
場
者
で
し
た
。 

平成20年 上志津原町会の新年会 
 

娘は新年会がとても楽しかったようで、『また行きたい！』『次は
いつあるの？』と質問されっぱなしです(笑)。…初めて参加された
方のお話しでしたが、この時の様子の説明はこれで十分でしょう。 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

今
や
新
年
会
の
恒
例
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

し
て
も
こ
の
喜
び
様
。
大

爆
笑
で
祝
福
し
ま
し
た
。 

やったぁ ビンゴ～！ 

カンパ～イ！ 

あけまして おめでとうございます 

と き：１月13日（日） 
ところ：はらトピア 
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
引
い
て
お
ら
れ
る
方
は

見
ら
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
296

に
「
上
志
津
原
」
が
特
集
番
組
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
。
元
々
は
「
は
ら
ト
ピ
ア 

フ
ェ
ス
タ 

２

０
０
７
」
の
取
材
に
来
た
の
で
す
が
、
上
志
津

原
に
町
の
歴
史
・
風
景
・
町
会
の
行
事
な
ど
を

紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
《
よ
う
こ
そ
わ
が
町

「
上
志
津
原
」
へ
》
の
存
在
を
知
り
、
そ
れ
が

特
集
番
組
の
切
っ
掛
け
だ
っ
た
様
で
す
。 

放
送
は
１
日
２
回
（
各
正
味
19
分
）
12
月

７
日
か
ら
１
週
間
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

             

こ
の
番
組
は
、パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ベ
ー
ス
に
構
成
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
で
、

こ
の
町
の
歴
史
・
概
要
の
説
明
及
び
取
材
活
動
を
、

パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
の
宮
武
・
中
山
・
松
田
の
３
名

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

                                     

 
 

                          
テ
レ
ビ
で
番
組
を
ご
覧
に
な
っ
た
人
に
は
如
何

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
上
志
津
原
が
特
集
番
組
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
事
な
ど
そ
う
そ
う
あ
る
訳
で
な

く
、
記
念
と
し
て
あ
え
て
掲
載
し
ま
し
た
。 

尚
、
以
上
の

写
真
は
テ
レ
ビ

画
面
を
撮
影
し

た
も
の
で
は
な

く
、
頂
い
て
い

た
番
組
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
パ
ソ
コ
ン

で
再
生
、
そ
の

画
像
を
撮
影
し

た
も
の
で
す
。 

 
 

（
Ｍ
） 

                 

平
成
20
年
１
月
15
か
ら
２
月
15
日
に
か
け

て
、上
志
津
原
１
〜
10
号
線
舗
装
打
替
工
事（
小

森
商
店
前
よ
り
東
和
自
動
車
工
業
先
マ
デ
、約
二

三
〇
Ｍ
）
が
行
な
わ
れ
、
わ
だ
ち
、
ク
ラ
ッ
ク
が

な
く
な
り
、
道
路
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
   

広
報
部
長 

三
井 

 

見
事
で
し
た
!!

大
寒
桜
（
児
童
公
園
） 

  

去
年
ま
で
あ
っ
た
「
す
べ
り
台
」
横
の
枯
れ
た

赤
松
が
伐
採
さ
れ
て
桜
一
色
に
な
っ
た
せ
い
か
、

今
年
は
特
に
見
事
で
し
た
。見
に
こ
ら
れ
た
方
々

は
皆
一
様
に
「素
晴
ら
し
い
!!
」。
見
ら
れ
な
か

っ
た
方
、
来
年
は
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
！ 

          

原
グ
ラ
ン
ド
整
備
作
業
を
実
施 

原
グ
ラ
ン
ド
は
、
平
成
14
年
に
整
備
し
て
か

ら
６
年
経
ち
ま
し
た
。長
年
の
使
用
で
降
雨
後
、

特
に
野
球
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
部
分
及
び
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
の
水
は
け
が
悪
く
な
り
、
利
用

者
か
ら
改
善
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
事
か
ら
グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会
が
、

町
会
及
び
関
連
団
体
と
相
談
し
、
３
月
９
日

（
日
）
に
整
備
工
事
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

水
は
け
改
良
の
為
に
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
掘

り
起
こ
し
、
10
ｔ
ダ
ン
プ
５
台
分
の
砂
を
入
れ

ま
し
た
。
又
、
ネ
ッ
ト
も
補
修
し
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
キ
ン
グ
ス
タ
ー

ズ
・
ツ
イ
ン
ズ
・
エ
ン
ド
レ
ス
の
部
員
60
名
の

終
日
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
、
作
業
は
予
定
通
り

終
了
し
、
今
後
は
皆
さ
ん
に
素
晴
ら
し
い
グ
ラ 

ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
提
供
で
き
る
事
に
な

り
ま
し
た
。 

本
整
備
事
業
に
は
、町

会
か
ら
の
費
用
支
援
・
中

央
フ
ー
ズ
様
は
大
型
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
掘
り

起
こ
し
作
業
・
長
谷
川
養

鶏
場
様
に
は
連
日
パ
ワ

ー
シ
ョ
ベ
ル
の
提
供
等
、

多
く
の
ご
支
援
を
頂
き

ま
し
た
。最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、本
紙
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会 

 

委
員
長 

大
久
保
峯
夫 

 
        

今
週
の
特
集
は 

開
拓
の
ま
ち 

上
志
津
原
で
す
。 

番組スタートはこの映像でした 

最後の地ならし 

オレ 
高所恐怖症 

・・・・オ
レ
も 

 この写真の人、私の父です。 

今も残っている当時
の開拓住宅を取材す
る、テレビカメラマン 

《ようこそわが町「上志津原」へ》 
のスタートページ紹介 

本
当
に
大
変
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
良
い
人

達
ば
か
り
で
・・・  

今
は
幸
せ
で
す
。 

▼
開
拓
一
世
の
石
川

恒
次
さ
ん
夫
妻 

と 

▼
開
拓
団
第
１
号
ベ

ビ
ー
の
平
野
拓
男
さ

ん
に
、
当
時
の
思
い

出
等
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
て
い
ま
し
た
。 

大寒桜：撮影３月２５日 
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編
集
後
記 

 

長
い
様
で
短
か
っ
た
一
年
。
各
班
長
さ
ん
も

そ
う
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
19
年
度
の
役

員
さ
ん
の
、
最
大
の
味
方
は
天
気
。
各
イ
ベ
ン

ト
は
全
て
晴
れ
で
し
た
。
こ
ん
な
力
強
い
味
方

は
一
寸
さ
が
し
て
も
、
そ
ー
は
い
ま
せ
ん
。 

 

お
か
げ
で
広
報
係
の
仕
事
も
順
調
に
進
み
、

皆
さ
ん
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
い
た
と
、
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

「
上
志
津
原
た
よ
り
」
は
松
田
さ
ん
の
指
導

に
よ
り
、
年
６
回
の
発
行
を
、
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
無
事
と
り
つ
け
ま
し
た
。 

 

御
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し

つ
つ
「
上
志
津
原
」
て
い
い
な
。
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。 

 
 
 
 

広
報
部
長 

三
井 

 

小学校入学 
濱道 尚実さん（原  １） 
坂本 竜晟 君 （西  １） 
江崎 大介 君 （南原２） 

市村   光 君 （八紘上） 
太田みづほさん（栗林２） 

久保田鷹也 君 （栗林２） 

渡邉さくらさん（栗林２） 

阿部 柊真 君 （２組東） 
石井 美帆さん（玉木１） 

佐々木太陽 君 （商店街） 
新川 稜太 君 （光ヶ丘） 

中学校入学 
萬  智也 君 （原  １）  
工藤  望さん（南原２） 

宇野 真生 君 （玉木２） 
山元 真琴さん（大和台） 

秋山 琴香さん（東 邦）  
泉  賢吾 君 （幸  野）  
大久保翔平 君 （５  組）  
松本 真弥さん（八紘上） 

中村 悠眞 君 （八紘下） 
速水 大輔 君 （八紘下） 
松浦 友紀 君 （商店街） 
中村  悠さん（吉野１） 

中学校卒業 
周郷 泰生 君 （原  １） 
工藤   遙 さん（南原２） 

友利美波海 君 （吉野２） 

工藤 智生 君 （南１０） 

鎌田 千尋さん（栗林１） 

藤野 大樹 君 （南原１） 
林   陸貴 君 （玉木１） 
富樫  晶 君 （玉木１） 
湯浅 敬士 君 （玉木２） 
髙井 光司 君 （玉木２） 

麻生 雅美さん（光ヶ丘） 
中村 賢次 君 （光ヶ丘） 

赤平  工 君 （光ヶ丘） 

安藤久美子さん（西１組） 
岡本  香さん（９  組） 
篠崎 史佳 君 （９  組） 
五十嵐結衣さん（９  組） 
速水 雄大 君 （八紘下） 

今年子供会を卒業する6年生11 名がアンケートに答

えてくれました。質問は次の２つです。 

質問：＊大人になっても上志津原に住みたいですか？ 

＊中学に行ったら部活は何をやりたいですか？ 

速水 大輔くん ：どちらでも  ・サッカー部 

宇野 真生くん ：原に住みたい ・科学部 

秋山 琴香さん ：原に住みたい ・吹奏楽部 

松本 真弥さん ：原に住みたい ・ソフト部 

工藤  望さん ：どちらでも  ・バレー部 

萬  智也くん ：どちらでも  ・サッカー部 

泉  賢吾くん ：原に住みたい ・卓球部 

大久保翔平くん ：原に住みたい ・サッカー部 

中村 悠眞くん ：どちらでも  ・サッカー部 

山元 真琴さん ：原に住みたい ・演劇部 

松浦 友紀くん ：どちらでも  ・サッカー部 
 
今年の卒業生は、中志津ＳＣ（中志津サッカー倶楽部）

に所属している子が多く、中学でもサッカー部に入部し

たいという答えが多かったです。また、半数が大人にな

っても原に住みたいと思ってくれているとわかってと

てもうれしく思います。    子供会会長 泉 友美 

お
知
ら
せ 

 .

転 

入.

…
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ 

河
内 

裕
介
さ
ん
（
吉
野
２
班
）
12
月 

塩
崎 

善
隆
さ
ん
（
栗
林
２
班
）
12
月 

湯
澤 

良
充
さ
ん
（
原 

２ 

班
）
1
月 

上
田 

耕
平
さ
ん
（
西 

１ 

組
）
2
月 

上
野 

聖
史
さ
ん
（
西 

１ 

組
）
2
月 

 .

移 

転.

…
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く 

内
田 

逸
夫
さ
ん  

原
２
班
か
ら
原
１
班
に
転
居 

１
月 

 .

子
供
会
よ
り.

 

廃
品
回
収 

収
益
報
告 

11
月
分 

１
万
５
千
865
円 

12
月
分 

２
万
３
千
805
円 

1
月
分 

１
万
５
千
90
円 

2
月
分 

１
万
６
千
515
円 

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 .

お
詫
び.

…
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん 

  

原
た
よ
り
前
号
（
344
号
）は
、
印
刷
所
の
ミ

ス
に
よ
り
２
頁
と
３
頁
が
順
序
逆
で
し
た
。

気
付
い
た
の
が
配
布
後
だ
っ
た
の
と
、
共
に

フ
ェ
ス
タ
の
記
事
で
致
命
的
で
は
な
い
と
判

断
し
、
再
印
刷
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

違
和
感
が
あ
っ
た
事
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。 

子供会最後の思い出に 
子供会を卒業する時に、毎年思い出や将来の

夢を書いてもらっていますが、今年は直筆その

ままを載せる事にしました。何年かたって自分

のメッセージを見つけた時、懐かしいと思って

くれれば幸いです。             （広報） 

ごめんなさい 折り跡がつきました 


